
(様式第 10) 

 東医大発  560 号  

平成 27 年 10 月 3 日  

  厚生労働大臣 殿 

 

開設者名 学校法人東京医科大学        

                              理事長 臼井 正彦  （印） 

 

東京医科大学病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第の規定に基づき、平成 26 年度の業

務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒160-8402 東京都新宿区新宿6-1-1 
 氏   名 学校法人東京医科大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

東京医科大学病院 

 

3 所在の場所 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿6-7-1 
                                  電話(03)3342－6111 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か

つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1血液内科 2呼吸器内科 3循環器内科 4糖尿病内分泌内科 5リウマチ科 6神経内科      

  7消化器内科 8腎臓内科 9老年内科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 



 

(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科 2心臓血管外科 3消化器外科 4小児外科 5乳腺外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1歯科口腔外科 2矯正歯科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

   

1臨床検査科 2形成外科 3リハビリテーション科 4病理診断科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

27床 0床 0床 0床 988床 1,015床 

 

 

 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 27 年 10 月 1 日現在） 
  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        666人   256人  682.2人  看 護 補 助 者           80人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師          19人   16人   19.9人  理 学 療 法 士           14人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

  115人 

 薬 剤 師          67人    0人     67人  作 業 療 法 士             3人 衛生検査技

師 

    1人 

 保 健 師           3人    0人      3人  視 能 訓 練 士            12人 そ の 他           0人 

 助 産 師          34人    0人     34人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     1人 

 看 護 師         958人    8人  962.7人  臨 床 工 学 士   20人 医療社会事業従

事者 

    9人 

 准 看 護 師           2人    0人      2人  栄  養  士             2人 その他の技術員           16人 

 歯科衛生士      4人    0人      4人  歯 科 技 工 士            2人 事 務 職 員          348人 

 管理栄養士     11人    3人   11.3人  診療放射線技師     72人 その他の職員           32人 

(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                         （平成 27 年 10 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 29 人 眼 科 専 門 医 4 人 

外 科 専 門 医 28 人 耳鼻咽喉科専門医 10 人 

精 神 科 専 門 医 7 人 放射線科専門医 8 人 

小 児 科 専 門 医 11 人 脳神経外科専門医 7 人 

皮 膚 科 専 門 医 6 人 整形外科専門医 3 人 

泌尿器科専門医 4 人 麻 酔 科 専 門 医 8 人 

産婦人科専門医 10 人 救 急 科 専 門 医 9 人 

  合 計 144 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数        820人               9人 829人 

 １日当たり平均外来患者数             2,491人              102人 2,593人 

 １日当たり平均調剤数                                                              792剤 

必要医師数 228人  
必要歯科医師数 7人  
必要薬剤師数 28人  

必要（准）看護師数 501人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 



  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

9 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

686.54m 2 

 

 

鉄骨鉄筋 

コンクリ

ート造 

 

   病 床 数 16床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積 109.68m 2      病床数 7床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積 32.40m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室 143.71m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート造 

（主な設備）生化学自動分析装置、全自動化学発光免疫測定 
装置等 

細菌検査室 127.39m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート造 
（主な設備）微生物感受性分析装置、血液培養全自動分析 
      装置等 

病理検査室 330.93m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート造 
（主な設備）密閉式自動固定包理装置、クリオスタット等 

病理解剖室 75.64m 2 鉄骨造 （主な設備）臓器投影台、ホルマリン希釈装置等 

研 究 室 1459.76m 2 鉄骨造 （主な設備）顕微鏡、フリーザー、遠心機等 

講 義 室 1283.7m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート造 
   室数 16室  収容定員 1,044 人 

図 書 室 654.10m 2 鉄骨造    室数 1室  蔵 書 数   135,400冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

10 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 
紹 介 率 61.7％ 逆 紹 介 率 42.0％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                      27,119人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                   20,559人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                    3,112人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                      49,005人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

28人

15人

0人

0人

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

内視鏡下手術用ロボットを用いた内視鏡下咽喉頭切除　中咽頭がん、下咽頭がん又は喉頭がん（ＴＮＭ
分類がＴｉｓ、Ｔ1又はＴ2、ＮO及びＭOである患者に係わるものに限る）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法　肺がん（扁平上皮肺がん及び小細
胞肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性であっ
て、ＨＥＲ２が陰性のものに限る。）

術前のホルモン療法及びゾレドロン酸投与の併用療法　閉経後のホルモン感受性の乳がん（長径が五セ
ンチメートル以下であって、リンパ節転移及び遠隔転移しておらず、かつ、エストロゲン受容体が陽性で
あって、HER2が陰性のものに限る。）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 内視鏡下手術用ロボット(da VinciS)支援による膀胱がん手術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡下手術用ロボット(da VinciS)支援による食道がん手術 取扱患者数 19人　

当該医療技術の概要

医療技術名 膵頭部良性・低悪性腫瘍に対する腹腔鏡下膵頭部十二指腸切除術 取扱患者数 6人　

当該医療技術の概要

医療技術名 切除不能局所進行膵癌に対する不可逆性電気穿孔法 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 肝癌に対する不可逆電気穿孔法 取扱患者数 6人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

　組織に電極針を刺入し、高電圧で短時間に通電し細胞膜に孔を空けて細胞をアポトーシスに導く治療法。

　食道癌手術における腹腔鏡手術対象症例に対し、手術支援ロボットda VinciSを用いて手術を行う。腹腔鏡手術の技術
的問題点（鉗子の可動域制限や立体視ができないなど）を鉗子の高いレベルの自由度や専用のカメラによる3D映像に
よって克服し、より低侵襲な手術手技となっている。

　組織に電極針を刺入し、高電圧で短時間に通電し細胞膜に孔を空けて細胞をアポトーシスに導く治療法。腫瘍周囲の
支持組織（血管、胆管、神経）を保持したまま、腫瘍等の細胞を壊死させることができる。従来では治療困難であった、大
血管や消化管に隣接する腫瘍も治療可能となる。

　開腹術と比較し術中出血量・輸血量の低下、術後在院日数・ICU在室日数の削減など、整容性や手術侵襲の面で利点
がある手術。

　手術用ロボット（da VinciS）を用いた膀胱がん手術。開創手術と比較して、手術創が小さく、術後疼痛の軽減、早期社会
復帰が期待できる。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 131人　  ・膿疱性乾癬 17人　

 ・多発性硬化症 91人　  ・広範脊柱管狭窄症 6人　

 ・重症筋無力症 106人　  ・原発性胆汁性肝硬変 40人　

 ・全身性エリテマトーデス 200人　  ・重症急性膵炎 4人　

 ・スモン 0人　  ・特発性大腿骨頭壊死症 12人　

 ・再生不良性貧血 43人　  ・混合性結合組織病 23人　

 ・サルコイドーシス 101人　  ・原発性免疫不全症候群 5人　

 ・筋萎縮性側索硬化症 10人　  ・特発性間質性肺炎 5人　

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 114人　  ・網膜色素変性症 62人　

 ・特発性血小板減少性紫斑病 111人　  ・プリオン病 0人　

 ・結節性動脈周囲炎 25人　  ・肺動脈性肺高血圧症 3人　

 ・潰瘍性大腸炎 223人　  ・神経線維腫症 3人　

 ・大動脈炎症候群 16人　  ・亜急性硬化性全脳炎 0人　

 ・ビュルガー病 25人　  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 4人　

 ・天疱瘡 24人　  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 1人　

 ・脊髄小脳変性症 50人　  ・ライソゾーム病 6人　

 ・クローン病 57人　  ・副腎白質ジストロフィー 0人　

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 1人　  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0人　

 ・悪性関節リウマチ 9人　  ・脊髄性筋委縮症 0人　

 ・球脊髄性筋委縮症 2人　

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 7人　

 ・アミロイドーシス 4人　  ・肥大型心筋症 5人　

 ・後縦靭帯骨化症 61人　  ・拘束型心筋症 0人　

 ・ハンチントン病 1人　  ・ミトコンドリア病 1人　

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 29人　  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 3人　

 ・ウェゲナー肉芽腫症 3人　  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 0人　

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 53人　  ・黄色靱帯骨化症 4人　

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 1人　

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

24人　

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

154人　

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

3人　
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤ
Ｈ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシン
グ病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療
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5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・ハイリスク妊娠管理加算

・

・

・

・

・

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・医療安全対策加算1

・感染防止対策加算1

・患者サポート体制充実加算

・

・

・

・

・

・

・精神科身体合併症管理加算

・緩和ケア診療加算

・新生児特定集中治療室管理料1

・小児入院医療管理料1

・感染防止対策地域連携加算

・

・

・

・ハイリスク分娩管理加算

・退院調整加算

・新生児特定集中治療室退院調整加算

・救急搬送患者地域連携紹介加算

・総合評価加算

・病棟薬剤業務実施加算

・データ提出加算2

・救命救急入院料4

・特定集中治療室管理料１　小児加算

・摂食障害入院医療管理加算

・がん診療連携拠点病院加算

・栄養サポートチーム加算

・看護職員夜間配置加算

・療養環境加算

・重症者等療養環境特別加算

・無菌治療室管理加算1

・臨床研修病院入院診療加算

・救急医療管理加算

・超急性期脳卒中加算

・妊産婦緊急搬送入院加算

・診療録管理体制加算１

・急性期看護補助体制加算　25対１

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・地域歯科診療支援病院歯科初診料

・歯科外来診療環境体制加算

・歯科診療特別対応連携加算

・特定機能病院入院基本料（一般: 7対1、精神：15対1）

・看護配置加算

・看護補助加算　１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・歯科治療総合医療管理料 ・外来化学療法加算1

・医療機器安全管理料1 ・大腸CT撮影加算

・薬剤管理指導料 ・冠動脈ＣＴ撮影加算

・持続血糖測定器加算 ・無菌製剤処理料

・医療機器安全管理料2 ・心臓ＭＲＩ撮影加算

・医療機器安全管理料（歯科） ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・認知症専門診断管理料 ・画像診断管理加算１

・がん治療連携管理料 ・センチネルリンパ節生検（単独法）

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

・地域連携診療計画管理料 ・内服･点滴誘発試験

・ニコチン依存症管理料 ・小児食物アレルギー負荷検査

・がん治療連携計画策定料 ・センチネルリンパ節生検（併用法）

・外来リハビリテーション診療料 ・ロービジョン検査判断料

・院内トリアージ実施料 ・補聴器適合検査

・外来放射線照射診療料 ・コンタクトレンズ検査料１

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・長期継続頭蓋内脳波検査

・外来緩和ケア管理料 ・皮下連続式グルコース測定

・糖尿病透析予防指導管理料 ・神経学的検査

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・がん患者指導管理料2 ・時間内歩行試験

・がん患者指導管理料3 ・ヘッドアップティルト試験

・がん患者指導管理料1 ・植込型心電図検査

・入院時食事療養（Ⅰ） ・造血器腫瘍遺伝子検査

・ウイルス疾患指導料 ・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

・心臓ペースメーカー指導管理料
  （植込型除細動器移行期加算）

・検体検査管理加算（Ⅰ）

・糖尿病合併症管理料 ・検体検査管理加算（Ⅳ）

高度の医療の提供の実績
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高度の医療の提供の実績

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・輸血管理料（Ⅰ）

・輸血適正使用加算

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る）

・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6（歯科点数表
　第2章第9部の通則4を含む）に掲げる手術

・胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下
　胃瘻造設術を含む。）

・補助人工心臓

・経皮的大動脈遮断術

・ダメージコントロール手術

・体外衝撃波胆石破砕術

・腹腔鏡下肝切除術

・体外衝撃波膵石破砕術

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘
出術

・両心室ペースメーカー移植術及び
　両心室ペースメーカー交換術

・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術及び
　経静脈電極抜去術(レーザーシースを用いるもの)

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び
　両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
　骨導補聴器交換術

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ｖ型（拡大副鼻腔手術）

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）(歯科診療以外
　の診療に係るものに限る。)、下顎骨形成術（骨移動を伴う
　場合に限る。）(歯科診療以外の診療に係るものに限る。)

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）(歯科診療に
　係るものに限る。)、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に
　限る。）(歯科診療に係るものに限る。)

・乳がんセンチネルリンパ節加算1・２

・ゲル充填人口乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・経皮的冠動脈形成術

・経皮的冠動脈形成術
（特殊カテーテルによるもの）

・経皮的冠動脈ステント留置術

・経皮的中隔心筋焼灼術

・原発性悪性脳腫瘍に対する光線力学療法

・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）
　及び脳刺激装置交換術

・脊髄刺激装置植込術及び脊椎刺激装置交換術

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
　あるもの））

・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
　もの）

・網膜再建術

・一酸化窒素吸入療法

・CAD／CAM冠

・歯科技工加算

・皮膚悪性腫瘍切除術(悪性黒色腫センチネルリンパ節加算
　を算定する場合に限る。)

・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）
　の場合に限る。）

・腫瘍脊椎骨全摘術

・がん患者リハビリテーション料

・集団コミュニケーション療法料

・歯科口腔リハビリテーション料２

・エタノールの局所注入（甲状腺）　100/100

・エタノールの局所注入（副甲状腺）

・透析液水質確保加算2

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）　初期加算

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

（様式第2）（様式第2）



高度の医療の提供の実績

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・口腔病理診断管理加算2

・クラウン・ブリッジ維持管理料

・歯科矯正診断料

・

・

・

・外来放射線治療加算

・高エネルギー放射線治療

・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

・定位放射線治療

・病理診断管理加算2

・歯周組織再生誘導手術

・手術時歯根面レーザー応用加算

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・麻酔管理料（Ⅰ）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・放射線治療専任加算

・自己生体組織接着剤作成術

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・内視鏡手術用支援機器加算

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

（様式第2）（様式第2）



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　　　　　47例　　　／　剖検率 5.6%

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

診療科ごとに曜日を決め、概ね週に1度、検討会を開催して
いる他、「臨床病理検討会」を毎月最終月曜日に定例開催し
ている。

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

・肝切除手術における画像支援ナビゲーション

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

・超音波骨折療法（四肢の骨折（治療のために手術中に
　行われるものを除く。）のうち、観血的手術を実施した
　もの（開放骨折又は粉砕骨折に係るものを除く。）に
　係るものに限る。）

　・

・根治的前立腺全摘除術における内視鏡下ロボット支援
　前立腺がん

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

Ｈｉｐｐｏ経路によるＰｈ陽性白血病幹細胞維持の分子メ
カニズム

岡部　聖一 血液内科学 1,900,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

移植片対宿主病における特異的バイオマーカーとして
の血清miRNAと免疫機構の解明

吉澤　成一郎 血液内科学 1,000,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

睡眠呼吸障害の病態分析と個別化治療の構築を目指
して

中山　秀章 呼吸器内科学 1,400,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

新型半導体γカメラを用いた被曝低減検査の冠動脈
病変診断精度に関する研究

近森　大志郎 循環器内科学 1,600,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

心室中部閉塞型肥大型心筋症の原因遺伝子解析 稲垣　夏子 循環器内科学 1,100,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

リゾホスファチジルセリン産生酵素のSLE病態における
役割とバイオマーカーへの展開

沢田　哲治
糖尿病・代謝・内分
泌・リウマチ・膠原病

内科学
1,200,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

膵癌に対する診断・治療を目的としたナノ粒子によるバ
イオマーカーの確立

糸井　隆夫 消化器内科学 1,500,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

不可逆電気穿孔法(IRE)を基軸とした悪性肝腫瘍の低
侵襲治療法の開発

杉本　勝俊 消化器内科学 1,500,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

神経細胞死制御標的-14-3-3蛋白/HMGB1/Beclin1-
解析

馬原　孝彦 高齢総合医学 1,500,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

高齢者総合機能評価を用いた地域高齢者の生活支援 櫻井　博文 高齢総合医学 800,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

肺癌の血液中マイクロRNA解析による新規バイオマー
カー開発

大平　達夫
呼吸器・甲状腺

外科学
1,300,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

肺線維症合併肺癌の癌化機構におけるムチン蛋白質
過剰発現の関与

嶋田　善久
呼吸器・甲状腺

外科学
1,200,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

アンチエイジング遺伝子Klothoに着目した新しい癌治
療法の開発

工藤　勇人
呼吸器・甲状腺

外科学
1,200,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

慢性血栓塞栓性肺高血圧症の外科・カテーテル治療
に関する多施設共同レジストリー研究

荻野　均
心臓血管外科

学
2,200,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

組織工学的手法による生体内で修復治癒する人工血
管の開発

西部　俊哉
心臓血管外科

学
900,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

血清マイクロリボ核酸による膵癌早期診断の可能性 土田　明彦
消化器・小児外

科学
1,100,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

唾液メタボローム解析による大腸腫瘍の診断法確立 勝又　健次
消化器・小児外

科学
1,100,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

肝内胆管がんに対する複合型細径ファイバを用いた光
線力学治療研究

粕谷　和彦
消化器・小児外

科学
1,300,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

IL-27により分化誘導したDC前駆細胞を用いた新しい
癌DCワクチン療法の開発

久田　将之
消化器・小児外

科学
1,100,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

悪性脳腫瘍に対する光線力学的治療の効果増強に関
する研究

秋元　治朗 脳神経外科学 2,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

眼内悪性リンパ腫の病態解明ならびに新規治療に向け
た研究

後藤　浩 眼科学 1,400,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

抗アクアポリン４抗体陽性視神経脊髄炎に対する基礎
的病態解析と新規治療法の開発

毛塚　剛司 眼科学 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

免疫制御性遺伝子導入樹状細胞によるPU.1を介した
EAONの抑制メカニズム解析

松田　隆作 眼科学 1,200,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

眼内増殖疾患の病態解析および抑制 馬詰　和比古 眼科学 1,700,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

実験的視神経炎の視機能解析と病態メカニズムの解析 松永　芳径 眼科学 900,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

小計　25件

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委託元

（様式第3）



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

人工関節置換術用HXLPE臼蓋厚がクリープ抵抗性に
及ぼす影響：変形速度と分子構造

山本　謙吾 整形外科学 1,400,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腱・腱鞘再建に対するヒアルロン酸の効果の生体内研
究

西田　淳 整形外科学 1,000,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト椎間板性腰痛における椎間板変性および椎間板へ
の神経侵入の分子機構

遠藤　健司 整形外科学 800,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

人工関節再置換率抑制を目指す、マイクロＲＮＡ・ＥＰ４
作動薬併用による新規治療法

小坂　泰一 整形外科学 700,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト椎間板性腰痛における椎間板変性と神経侵入に対
するプロスタノイドによる抑制機構

鈴木　秀和 整形外科学 1,400,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト頸椎と腰椎由来椎間板における神経侵入と椎間板
変性に対する薬剤応答の相違

田中　英俊 整形外科学 1,400,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

子宮頸がんにおける早期診断マーカーとしての血清中
ｍｉＲＮＡの探索と解析

西　洋孝 産科婦人科学 800,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

乳腺疾患における癌関連蛋白の発現とその臨床的意
義

河手　敬彦 乳腺科学 1,900,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

小胞体ストレス誘導による転移・再発乳癌に対する革新
的治療法の開発

小松　誠一郎 乳腺科学 1,100,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

「書きことば」への移行期にある人工内耳装用児の言語
発達に関する縦断研究

河野　淳 耳鼻咽喉科学 800,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

皮膚リンパ腫に対するエピジェネティクスを基盤とした
併用療法の効果と作用機序の解析

坪井　良治 皮膚科学 1,000,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

細胞の運命決定にsignal intensityは重要か？ 原田　和俊 皮膚科学 1,500,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

アトピー性皮膚炎の慢性炎症におけるS100A8/A9と新
規レセプターの役割解析

田中　真実（山
本真実）

皮膚科学 1,700,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

炎症性免疫応答の制御を介する新規NFκB阻害剤に
よる泌尿器系癌の治療戦略の確立

中島　淳 泌尿器科学 1,200,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

前立腺癌の悪性度と関連する legumain の機能解明と
治療への応用

大野　芳正 泌尿器科学 1,000,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

新規ミトコンドリアー小胞体制御経路を機軸とした敗血
症性脳症誘発機序の病態解明

内野　博之 麻酔科学 2,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

敗血症肝不全誘発機序の基礎的解明 田上　正 麻酔科学 700,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腰仙椎の構造変異を基盤とした慢性腰痛の発生機序
解明と新規治療法確立のための考究

福井　秀公 麻酔科学 600,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

アラーム機能を備えた医療機器の適正な使用と運用に
関する実証的検証研究

柿沼　孝泰 麻酔科学 800,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

敗血症性脳症に対する新規脳保護法確立への試み 宮下　亮一 麻酔科学 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

未知血友病A発生機構の解明 稲葉　浩 臨床検査医学 1,500,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

救急初期診療の可視化に基づいたチーム医療のシミュ
レーション教育システムの研究

行岡　哲男 救急・災害医学 4,000,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

新規開発の定型化アプローチを用いた救急診療技術
の伝承とＩＴ応用手法の実践的研究

織田　順 救急・災害医学 2,800,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

複数領域の融合による、相互の納得を目的とした説明
同意過程の標準化に関する研究

織田　順 救急・災害医学 900,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

心肺蘇生におけるポストコンディショニングの役割に関
する基盤研究

園田　清次郎 救急・災害医学 900,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

小計　25件

補助元又は委託元



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

広範囲熱傷による心収縮性障害とastaxanthinの効果 河井　健太郎 救急・災害医学 800,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

医学生・研修医・指導医の共感性に関する探索研究 平山　陽示 総合診療科学 700,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

接触過敏におけるASK1の機能解析 水上　潤哉 総合診療科学 900,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

放射線治療におけるイメージングバイオマーカーの有
効性

中山　秀次 放射線医学 700,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

細胞性免疫反応を用いた口腔粘膜上皮性異形成から
の発癌過程の解明

近津　大地 口腔外科学 1,400,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

インプラント周囲炎に対する骨疲労の影響の解明 松尾　朗 口腔外科学 1,600,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腫瘍関連マクロファージによる口腔癌の顎骨浸潤メカニ
ズムの解明と新たな治療法の確立

里見　貴史 口腔外科学 1,500,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

骨系統疾患治療薬の開発に向けたｓFRP1およびb-
cateninの機能解析

古賀　陽子 口腔外科学 1,700,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

自己複製・多分化能細胞を標的とした骨形成因子溶出
型吸収性メッシュプレートの開発

虻川　東嗣 口腔外科学 900,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

口腔癌頸部リンパ節転移に対するCOX-2･TAMをター
ゲットにした新たな治療戦略

河野　通秀 口腔外科学 1,000,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

COX-2由来のVEGFによる治癒促進メカニズムの解析
と新たな再生誘導療法の確立

藤川　考 口腔外科学 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

TRPV１を介した嚥下障害への新しい治療法の確立 立花　絵理子 口腔外科学 1,400,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ＩＣＵ入室長期呼吸器管理予定患者に対する口腔軟組
織損傷予防手法に関する研究

安田　卓史 口腔外科学 800,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

舌痛と口腔乾燥の部位特異的評価により得られる治療
法の確立

岡本　彩子 口腔外科学 200,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

海外から持ち込まれる多剤耐性菌の感染制御体制の
構築

水野　泰孝 感染制御部 1,400,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

高齢者MDSのクローン進化における経時的な分子病態
の理解に基づく新たな治療戦略の構築

大屋敷　一馬 血液内科学 1,000,000
補
委

厚生労働省

肺胞蛋白症、遺伝性間質性肺疾患に関する研究:重症
難治化要因とその克服

瀬戸口　靖弘 呼吸器内科学 1,000,000
補
委

厚生労働省

リンパ脈管筋腫症に対するシロリムスの安全性確立の
ための医師主導治験

中山　秀章 呼吸器内科学 500,000
補
委

厚生労働省

治験の実施に関する研究［エプレレノン］ 山科　章 循環器内科学 1,200,000
補
委

厚生労働省

コルヒチンの抗動脈硬化薬としての適応拡大を目的とし
た橋渡し研究

冨山　博史 循環器内科学 2,000,000
補
委

厚生労働省

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究 森安　史典 消化器内科学 1,000,000
補
委

厚生労働省

門脈血行異常症に関する調査研究 森安　史典 消化器内科学 1,000,000
補
委

厚生労働省

慢性腎不全診療最適化による新規透析導入減少実現
のための診療システム構築に関する研究

菅野　義彦 腎臓内科学 300,000
補
委

厚生労働省

新たな地域精神保健医療体制の構築のための実態把
握および活動の評価等に関する研究

丸田　敏雅 精神医学 600,000
補
委

厚生労働省

肺癌に対するWT1ペプチド免疫療法の開発 池田　徳彦
呼吸器・甲状腺

外科学
200,000

補
委

厚生労働省

小計　25件

補助元又は委託元



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

肺がんの分子診断法および分子標的治療法の開発 池田　徳彦
呼吸器・甲状腺

外科学
1,000,000

補
委

厚生労働省

非浸潤または小型非小細胞肺癌に対する標準的機能
温存手術の確立に関する研究

池田　徳彦
呼吸器・甲状腺

外科学
700,000

補
委

厚生労働省

Ｌｉｑｕｉｄ　Ｂｉｏｐｓｙによる分子標的薬の治療感受性・抵抗
性の予測および新規獲得体制機序の解明

池田　徳彦
呼吸器・甲状腺

外科学
4,000,000

補
委

厚生労働省

診断基準・診療指針の改良と普及をめざした大動脈疾
患など遺伝性血管難病に関する調査研究

荻野　均
心臓血管外科

学
500,000

補
委

厚生労働省

ベーチェット病に関する調査研究 後藤　浩 眼科学 400,000
補
委

厚生労働省

IgG4関連疾患の診断基準並びに治療指針の確立を目
指した研究

後藤　浩 眼科学 1,300,000
補
委

厚生労働省

IgG4関連疾患の病因病態解明と新規治療法確立に関する研究 後藤　浩 眼科学 1,200,000
補
委

厚生労働省

脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 山本　謙吾 整形外科学 300,000
補
委

厚生労働省

HIV感染症及びその合併症の課題を克服する研究 久慈　直昭 産科婦人科学 2,000,000
補
委

厚生労働省

生殖補助医療により出生した児の長期予後と技術の標
準化に関する研究

久慈　直昭 産科婦人科学 3,000,000
補
委

厚生労働省

難治性平衡機能障害に関する調査研究 鈴木　衞 耳鼻咽喉科学 1,000,000
補
委

厚生労働省

咽喉頭癌に対する経口的ロボット支援手術の安全性・有効性
に関する多施設臨床試験

鈴木　衞 耳鼻咽喉科学 10,200,000
補
委

厚生労働省

重症のインフルエンザによる肺炎・脳症の病態解析・診
断・治療に関する研究

河島　尚志 小児科学 2,000,000
補
委

厚生労働省

ドラッグリポジショニングによる神経線維腫症1型の進行
阻止薬の開発

原田　和俊 皮膚科学 1,000,000
補
委

厚生労働省

国内未承認エイズ治療薬等を用いたHIV感染症治療
薬及びHIV感染症至適治療法の開発に係る応用研究

福武　勝幸 臨床検査医学 96,365,000
補
委

厚生労働省

エイズ対策研究事業の企画と評価に関する研究 福武　勝幸 臨床検査医学 1,915,000
補
委

厚生労働省

血友病とその治療に伴う合併症の克服に関する研究 稲葉　浩 臨床検査医学 1,500,000
補
委

厚生労働省

メディカルコントロール体制の充実強化に係る研究 行岡　哲男 救急・災害医学 3,850,000
補
委

厚生労働省

脳卒中や心筋梗塞に関する医療連携構築に関する研
究

行岡　哲男 救急・災害医学 1,000,000
補
委

厚生労働省

脳卒中や心筋梗塞に関する医療連携構築に関する研
究

織田　順 救急・災害医学 1,000,000
補
委

厚生労働省

脳死患者の家族に選択肢提示を行う際の対応のあり方
に関する研究

織田　順 救急・災害医学 500,000
補
委

厚生労働省

救急医療体制の推進に関する研究 織田　順 救急・災害医学 130,000
補
委

厚生労働省

国内侵入・流行が危惧される昆虫媒介性ウイルス感染
症に対する総合的対策に関する研究

濱田　篤郎
渡航者医療セ

ンター
1,500,000

補
委

厚生労働省

トラベラーズワクチン等の品質、有効性等の評価手法の
検討に関する研究

濱田　篤郎
渡航者医療セ

ンター
400,000

補
委

厚生労働省

呼吸器悪性腫瘍に対する標準治療確立のための多施
設共同研究

池田　徳彦
呼吸器・甲状腺

外科学
350,000

補
委

独立行政法人
国立がん研究センター

小計　25件

補助元又は委託元



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

個別化がん医療を目指した新規バイオマーカー開発 土田　明彦
消化器・小児外

科学
1,250,000

補
委

独立行政法人
国立がん研究センター

循環器領域における感染対策および感染症の診療指
針の確立に関する研究

荻野　均
心臓血管外科

学
600,000

補
委

独立行政法人
国立循環器病研究セン
ター

日本人における大脳白質病変の老年症候群に及ぼす
作用と危険因子の解明に関する研究

羽生 春夫 高齢総合医学 1,400,000
補
委

独立行政法人
国立長寿医療研究セン
ター

発達障害の包括的診断・治療プログラム開発に関する
研究

宮島　祐 小児科学 600,000
補
委

独立行政法人
国立精神・神経医療研
究センター

地域を結ぶ研究統括と行政への政策提言 太田　祥一 救急・災害医学 7,035,000
補
委

独立行政法人
科学技術振興機構

献体による外傷手術臨床解剖学的研究会 本間　宙 救急・災害医学 5,046,000
補
委

厚生労働省

小計　 6件

合計106件

　　　2　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　　　3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
        委託元を記入すること。

(注)　1　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申
　　  　請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技 術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入
      　すること。

補助元又は委託元



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

～

70

～ 　計

(注) 1

2

3

4

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

1

2

3

4

5

～

(注) 1

2

3

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

【別紙1参照】

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開
発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合
には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と
当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が
大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病
院に所属している場合に限る）。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

雑誌名発表者氏名 発表者の所属 題名

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

（様式第3）



　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1 Hirayama Y. 総合診療科
Prevalence of Helicobacter
pylori infection with healthy
subjects in Japan

J Gastroenterol
Hepatol
29(Suppl.4):
16-19,2014

2 Akaishi Y. 総合診療科

Validity of direct
ophthalmoscopy skill
evaluation with ocular fundus
examination simulators

Can J Ophthalmol
Aug: 49(4): 377-
81, 2014

3 Kawai T. 総合診療科

Changes in the first line
Helicobacter pylori
eradication rates using the
triple therapy-a multicenter
study in the Tokyo
metropolitan area (Tokyo
Helicobacterpylori study
group)

Journal of
gastroenterology
and Hepatology
29(suppl.4)29-
32, 2014

4 Kimura Y. 血液内科
Transfusion-transmitted
hepatitis E in a patient with
myelodysplastic syndrome.

Blood
Transfusion,
2014, 12(1):103-
106

5 Ohyashiki JH. 血液内科

Downregulated microRNA-148b in
circulating PBMCs in chronic
myeloid leukemia patients with
undetectable minimal residual
disease: A possible biomarker
to discontinue imatinib
safely.

Drug Design
Development and
Therapy, 2014,
8: 1151-1159

6 Gotoh M. 血液内科

 Human herpesvirus 6
reactivation on the 30th day
after allogeneic hematopoietic
stem cell transplantation can
predict grade 2–4 acute graft-
versus-host disease.

Transplant
Infectious
Disease, 2014,
16(3): 440-449

7 Gotoh M. 血液内科

A novel reduced-intensity
umbilical cord blood
transplantation using a
recombinant G-CSF combined
with high-dose Ara-C for
active myeloid malignancies.

Bone Marrow
Transplantation,
2014, 49(7):
955-960

8 Okabe S. 血液内科

Combining the ABL1 kinase
inhibitor ponatinib and the
histone deacetylase inhibitor
vorinostat: A potential
treatment for BCR-ABL positive
leukemia.

 Plos ONE, 2014,
9(2): e89080

9 Okabe S. 血液内科

Combination of the ABL kinase
inhibitor imatinib with the
Janus kinase 2 inhibitor
TG101348 for targeting the
residual BCR-ABL-positive
cells.

Journal of
Hematology
Oncology, 2014,
7(1): 37.

小計9

1/17



　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

10 Mizoguchi I. 血液内科

Immunological control of
chronic myeloid leukemia
leading to treatment-free
remission.

Journal of
Hematology and
Transfusions
(Special Issue
on the Future
Aspects of
Chronic Myeloid
Leukemia
Treatment).
2014, 2(3):
1024.

11 Yoshimoto T. 血液内科
Immunosurveillance markers may
predict who can discontinue
imatinib without relapse.

Oncoimmunology,
2014, 3: e28861.

12 Ohyashiki K. 血液内科

Detection of BIM (BCL2L11)
polymorphic variants in
Japanese chronic myeloid
leukemia by Q-Invader assay
and their clinical
significance.

Journal of
Hematology and
Transfusion
(Special Issue
on the Future
Aspects of
Chronic Myeloid
Leukemia
Treatment),
2014, 2(3):
1032.

13 Umezu T. 血液内科

Exosomal miR-135b shedded from
hypoxic multiple myeloma cells
enhances angiogenesis by
targeting factor inhibiting
HIF-1 (FIH-1).

Blood, 2014,
124(25): 3748-
3757.

14 Takarada K. 循環器内科

Long-term PT-INR levels and
the clinical events in the
patients with non-valvular
atrial fibrillation: A special
reference to low-intensity
warfarin therapy

J Cardiol. 2014
Aug;64(2):127-
132, 2014

15 Hirano M. 循環器内科

A multicenter, open-label
study of an intravenous short-
acting β1-adrenergic receptor
antagonist landiolol
hydrochloride for coronary
computed tomography
angiography by 16-slice multi-
detector computed tomography
in Japanese patients with
suspected ischemic cardiac
disease

Drugs R D 14(3):
185-194, 2014

16 Tomiyama H. 循環器内科

Autonomic nervous activation
triggered during induction of
reactive hyperemia exerts a
greater influence on the
measured reactive hyperemia
index by peripheral arterial
tonometry than on flow-
mediated vasodilatation of the
brachial artery in patients
with hypertension

Hypertens Res
37(10): 914-918,
2014

17 Tomiyama H. 循環器内科
Differences in effects of age
and blood pressure on
augmentation index

Am J Hypertens
27(12): 1479-
1485, 2014 小計8

2/17



　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

18 Tomiyama H. 循環器内科

Pathophysiological
contribution of vascular
function to baroreflex
regulation in hypertension

Circ J 78(6):
1414-1419, 2014

19 Tomiyama H. 循環器内科

Macro and microcirculation
damage and incident
hypertension: predictors of
progression?

J Hypertens
32(5): 1154-
1155, 2014

20 Tanaka H. 循環器内科

Diagnostic performance of a
novel cadmium-zinc-telluride
gamma camera system assessed
using fractional flow reserve

Circ J 78(11):
2727-2734, 2014

21 Nishihata Y. 循環器内科

Continuous positive airway
pressure treatment improves
cardiovascular outcomes in
elderly patients with
cardiovascular disease and
obstructive sleep apnea.

Heart Vessels
30(1): 61-69,
2015

22 Nakayama M. 循環器内科

Papaverine-induced polymorphic
ventricular tachycardia during
coronary flow reserve study of
patients with moderate
coronary artery disease.

Circ J 79(3):
530-536, 2015

23 Terashi H. 神経内科

Kinematic analysis of 24-hour
recording of walking pattern
in patients with vascular
parkinsonism

Int J
Neurosci.18:1-
26, 2014

24 Nakamura I. 消化器内科

Impairment of innate immune
responses in cirrhotic
patients and treatment by
branched-chain amino acids

World J
Gastroenterol
20(23): 7298-
7305, 2014

25 Sugimoto K. 消化器内科

Kupffer-phase findings of
hepatic hemangiomas in
contrast-enhanced ultrasound
with sonazoid

Ultrasound Med
Biol 40(6):
1089-1095, 2014

26 Takara K. 消化器内科

Is diffusion-weighted imaging
a significant indicator of the
development of vascularization
in hypovascular hepatocellular
lesions?

Clin Imaging
38(4): 458-463,
2014

27 Sofuni A. 消化器内科
Safety trial of high-intensity
focused ultrasound therapy for
pancreatic cancer

World J
Gastroenterol
20(28): 9570-
9577, 2014

28 Nagakawa Y. 消化器内科

Usefulness of multi-3-
dimensional computed tomograms
fused with multiplanar
reconstruction images and
peroral cholangioscopy
findings in hilar
cholangiocarcinoma

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
21(4): 256-262,
2014

29 Tonozuka R. 消化器内科

Efficacy and safety of
endoscopic papillary large
balloon dilation for large
bile duct stones in elderly
patients

Dig Dis Sci
59(9): 2299-
2307, 2014

小計12

3/17



　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

30 Sugimoto K. 消化器内科

Radiologic-pathologic
correlation of three-
dimensional shear-wave
elastographic findings in
assessing the liver ablation
volume after radiofrequency
ablation

World J
Gastroenterol
20(33): 11850-
11855, 2014

31 Iwatsuka K. 消化器内科

Clinical management of
esophagogastroduodenoscopy by
clinicians under the former
guidelines of the Japan
Gastroenterological Endoscopy
Society for patients taking
anticoagulant and antiplatelet
medications

Gastric Cancer
17(4): 680-685,
2014

32 Gotoda T. 消化器内科

Non-anesthesiologist
administrated propofol (NAAP)
during endoscopic submucosal
dissection for elderly
patients with early gastric
cancer

Gastric Cancer
17(4): 686-691,
2014

33 Mukai S. 消化器内科

Interventional endoscopy for
the treatment of pancreatic
pseudocyst and walled-off
necrosis (with videos)

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
21(10): E75-85,
2014

34 Kawai T. 消化器内科

Evaluation of gastric cancer
diagnosis using new ultrathin
transnasal endoscopy with
narrow-band imaging:
Preliminary study

J Gastroenterol
Hepatol Suppl 4:
33-36, 2014

35 Nakamura I. 消化器内科

Restoration of natural killer
cell activity by pegylated
interferon-alpha/ribavirin
therapy in chronic hepatitis C
patient

Hepatol Res：
Article first
published
online: 24 APR
2014

36 Itoi T. 消化器内科

Endoscopic ultrasonography-
guided transhepatic antegrade
stone removal in patients with
surgically altered anatomy:
case series and technical
review (with videos)

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
21(12): E86-93,
2014

37 Itoi T. 消化器内科

Transgastric large gallstone
extraction through a lumen-
apposing metal stent in a
patient with acute
cholecystitis  (with video)

Gastrointest
Endosc 79(4):
547, 2014

38 Sugimoto K. 消化器内科

Hemodynamic changes during
balloon-occluded transarterial
chemoembolization (B-TACE) of
hepatocellular carcinoma
observed by contrast-enhancsd
ultrasound

J Med Ultrason
41: 209-215,
2014

39 Ishii K. 消化器内科

EUS-guided pancreatic duct
rendezvous in a child with
traumatic pancreatic duct
disruption

Gastrointest
Endosc 80(3):
519-520, 2014

小計10

4/17



　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

40 Itoi T. 消化器内科

Hemostasis by using a fully
covered self-expandable
biliary metal stent for
massive bleeding during EUS-
guided cystogastrostomy

Gastrointest
Endosc 80(4):
726-727, 2014

41 Yamamoto K. 消化器内科

Hemosuccus pancreaticus
diagnosed by contrast-enhanced
endoscopic ultrasonography
(with video)

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
21(5): 356-358,
2014

42 Itoi T. 消化器内科

Tract dilation with a stent
retrieval device in EUS-guided
pancreatic duct stent
placement

Gastrointest
Endosc 79(6):
1001-1002, 2014

43 Itoi T. 消化器内科

EUS-guided
choledochoduodenostomy by
using a biflanged lumen-
apposing metal stent

Gastrointest
Endosc 79(5):
715, 2014

44 Sugimoto K. 消化器内科

Focal nodular hyperplasia-like
lesion of the liver with focal
adenoma features associated
with idiopathic portal
hypertension

Hepatol Res
44(10): E309-
315, 2014

45 Sugimoto K. 消化器内科

Assessment of irreversible
electroporation ablation zone
using Kupffer-phase contrast-
enhanced ultrasound images
with Sonazoid

J Med
Ultrasonics
41(4): 531-532,
2014

46 Nonaka M. 消化器内科

Safety of gastroenterologist-
guided sedation with propofol
for upper gastrointestinal
therapeutic endoscopy in
elderly patients compared with
younger patients

Gut Liver 9(1):
38-42, 2015

47 Mukai S. 消化器内科

Endoscopic ultrasound-guided
placement of plastic vs.
biflanged metal stents for
therapy of walled-off
necrosis: a retrospective
single-center series

Endoscopy 47(1):
47-55, 2015

48 Itokawa F. 消化器内科

Exploring the length of the
common channel of
pancreaticobiliary maljunction
on magnetic resonance
cholangiopancreatography

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
22(1): 68-73,
2015

49 Itokawa F. 消化器内科
Mid-term outcome of endoscopic
sphincterotomy combined with
large balloon dilation

J Gastroenterol
Hepatol 30(1):
223-229, 2015

50 Itoi T. 消化器内科

Endoscopic nasogallbladder
tube or stent placement in
acute cholecystitis: a
preliminary prospective
randomized trial in Japan
(with videos)

Gastrointest
Endosc 81(1):
111-118, 2015

小計11

5/17



　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

51 Nakamura I. 消化器内科

Restoration of natural killer
cell activity by pegylated
interferon-alpha/ribavirin
therapy in chronic hepatitis C
patient

Hepatol Res
45(1): 107-112,
2015

52 Mukai S. 消化器内科

Expanding endoscopic
interventions for pancreatic
pseudocyst and walled-off
necrosis

J Gastroenterol
50(2): 211-220,
2015

53 Ikeuchi N. 消化器内科

Feasibility of non-
anesthesiologist-administered
propofol sedation for
emergency endoscopic
retrograde
cholangiopancreatography

Gastroenterol
Res Pract,
685476, 2015

54 Sugimoto H. 消化器内科
Surveillance of short-segment
Barrett's esophagus using
ultrathin transnasal endoscopy

J Gastroenterol
Hepatol 30 Suppl
1: 41-45, 2015

55 Sugimoto K. 消化器内科

Assessment of various types of
US findings after irreversible
electroporation in porcine
liver: comparison with
radiofrequency ablation

J Vasc Interv
Radiol　26(2):
279-287, 2015

56 Umeda J. 消化器内科

A newly designed plastic stent
for EUS-guided
hepaticogastrostomy: a
prospective preliminary
feasibility study (with
videos)

Gastrointest
Endosc 82(2):
390-396, 2015

57 Itoi T. 消化器内科
Highlights of topic "Creations
and innovations in
interventional endoscopy"

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
22(1): 1-2, 2015

58 Itoi T. 消化器内科

Current status and perspective
of endoscopic ultrasonography-
guided gastrojejunostomy:
endoscopic 　ultrasonography-
guided double-balloon-occluded
gastrojejunostomy (with
videos)

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
22(1): 3-11,
2015

59 Gotoda T. 消化器内科

The desired balance between
treatment and curability in
treatment planning for early
gastric cancer

Gastrointestinal
Endoscopy 82(2):
308-310, 2015

60 Ikeuchi N. 消化器内科
EUS-guided biliary drainage:
an alternative to percutaneous
transhepatic puncture

Gastrointest
Interv 4:　31-
39, 2015

61 Itoi T. 消化器内科

Therapeutic endoscopic
retrograde
cholangiopancreatography using
a large dilating balloon in a
patient with upside-down
stomach and bile duct stones
(with video)

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
22(2): 177-179,
2015

小計11

6/17



　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

62 Sugimoto K. 消化器内科
Case study to assess the
safety of irreversible
electroporation near the heart

Springerplus 4:
74, 2015

63 Ikeuchi N. 消化器内科

One-step EUS-guided
gastrojejunostomy with use of
lumen-apposing metal stent for
afferent loop syndrome
treatment

Gastrointest
Endosc 82(1):
166, 2015

64 Wada T. 腎臓内科

Relationship between dietary
protein intake and the changes
in creatinine clearance and
glomerular cross-sectional
area in patients with IgA
nephropathy

Clin Exp Nephrol
:published
online 16
Nov 2014

65 Gondo A. 腎臓内科

Sustained Downregulation of β
-Dystroglycan and Associated
Dysfunctions of Astrocytic
Endfeet in Epileptic Cerebral
Cortex

J Biol Chem :
published online
16 Sep 2014

66 Wada T. 腎臓内科
Malnutrition as cause of
hypomagnesemia

Kidney Int
86(4): 856, 2014

67 Yamada M. 臨床検査医学科

Unique expression pattern of
viral proteins in human
herpesvirus 8-positive
plasmablastic lymphoma: a case
report

Int J Clin Exp
Pathol 7:6415-
6418

68 Hamanaka W.
呼吸器外科・
甲状腺外科

A subset of small cell lung
cancer with low neuroendocrine
expression and good prognosis:
a comparison study of surgical
and inoperable cases with
biopsy

Hum Pathol.
45(5): 1045-
1056, 2014

69 Kajiwara N.
呼吸器外科・
甲状腺外科

High-speed 3-dimensional
imaging in robot-assisted
thoracic surgical procedures

Ann Thorac Surg
97(6): 2182-
2184, 2014

70 Hagiwara M.
呼吸器外科・
甲状腺外科

High-quality 3-dimensional
image simulation for pulmonary
lobectomy and segmentectomy:
results of preoperative
assessment of
pulmonary vessels and short-
term surgical outcomes in
consecutive patients
undergoing video-assisted
thoracic surgery

Eur J
Cardiothorac
Surg 46(6):
e120-6, 2014

71 Nishimura T.
呼吸器外科・
甲状腺外科

Clinical initiatives linking
Japanese and Swedish
healthcare resources on cancer
studies utilizing biobank
repositories

Clin Transl Med
3(1): 61, 2014

小計10
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　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

72 Maehara S.
呼吸器外科・
甲状腺外科

Combination effect of
photodynamic therapy using
NPe6 with pemetrexed for human
malignant pleural mesothelioma
cells

Int J Oncol
46(2): 741-9,
2015

73 Oikawa T.
呼吸器外科・
甲状腺外科

Clinical usefulness of
gefitinib for non-small-cell
lung cancer with a double
epidermal growth factor
receptor mutation

Molecular and
Clinical
Oncology 3(2):
329-333, 2015

74 Ogino H. 心臓血管外科

Recent advances of pulmonary
endarterectomy for chironic
thromboembolicpulmonary
hypertension including
Japanese experiences

Gen Thorac
Cardiovasc Surg
2014
Jan;62(1):9-18

75 Matsuyama K. 心臓血管外科
A rare case of Dacron graft
rupture due to friction
against a rib

The Thoracic and
Cardiovascular
Surgeon Reports,
3:71-2,2014

76 Matsuyama K. 心臓血管外科

Successful treatment using
percutaneous drainage for
aortic arch prosthetic graft
infection

J Cardiology
Cases,10,94-
6,2014

77 Matsuyama K. 心臓血管外科

Coronary artery bypass
grafting using side-to-side
anastomosis with distal end
clipping of the asphenous vein
graft

Journal of
Vascular
Medicine &
Surgery,2:3,2014

78 Akasaka J. 心臓血管外科

Evalutaion of spinal cord
ischemia with a retrievable
stent graft is usful for
determing the type of repair
for a case of patch
aneurysm.Ann of vasc surg.

Jul; 28(5):
1313.e1-1313.e3,
2014

79 Urabe G. 心臓血管外科

Intermittent Claudication
Caused by Small Aorta
Syndrome: A Case Report and
Review of Literature

Annals of
Vascular
Diseases;7(2).14
5-148, 2014

80 Makuuchi Y.
消化器外科・小
児外科

Soluble interleukin-6 receptor
is a serium biomarker for the
response of esophageal
carcionoma to neoadjuvant
chemoradiotherapy

Cancer Science
104(8): 1045-
1051, 2013

81 Honjo M.
消化器外科・小
児外科

Relationship between the liver
tissue shear moduls and
histopathologic findings
analyzed by intraoperative
shear wave elastography and
digital microscopically
assisted morphometry in
patients with hepatocellular
carcinoma

Journal of
Ultrasound in
Medicine 33(1) :
61-71 , 2014

82 Itoi T.
消化器外科・小
児外科

Technique of endscopic
ultrasonography-guided
pancreatic duct intervention
(with videos)

Journal of
Hepato-Bilary-
Pancreatic
Surgery 21(2):
E4-E9, 2014

83 Hosokawa Y. 　
Limited subtotal gastrectomy
for early remnant gastric
cancer

Gastric Cancer
17(2) : 332-336
, 2014 小計12
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84 Nagakawa Y.
消化器外科・小
児外科

Usefulness of multi-3-
dimensional computed tomograms
fused with multiplanar
reconstruction images and
peroral cholangioscopy
findings in hilar
cholangiocarcinoma

Journal of
Hepato-Bilary-
Pancreatic
Surgery 21(4):
256-262, 2014

85 Yamamoto K.
消化器外科・小
児外科

Hemosccus pancreaticus
diagnosed by contrast-enhanced
endscopic ultrasonography
(with video)

Journal of
Hepatobiliary
Pancreatic
Science 21(5) :
356-358, 2014

86 Hosokawa Y.
消化器外科・小
児外科

Recurrence，Patterns，of
Esophagogastric Junction
Adenocarcinoma According to
Siewert's Classification After
Radical Resection

Anticancer
Research 34:
4391-4398, 2014

87 Cho H.
消化器外科・小
児外科

Long-term Survival Outcomes of
Advanced Gastric Cancer
Patients Who Achived a
Pathological Complete Response
with Neoadjuvant Chemotherapy:
A Systematic Review of the
Literature

Annals of
Surgical
Oncology 22(3):
787-792, 2014

88 Nagakawa Y.
消化器外科・小
児外科

Pancreaticoduodenectomy with
Right-Oblique posterior
Dissection of Superior
Mesentic Nerve Plexus Is
Logical Procedure for
Pancreatic Center With
Wxtrapancreatic Nerve Plexus

Hepato-
Gastroenterology
61: 2371-2376,
2014

89 Hisada M.
消化器外科・小
児外科

Complete laparoscopic
resection of the rectum using
natural orifice specimen
extraction

World Jornal of
Gastroenterology
20(44): 16707-
16713, 2014

90 Tsuchiya T.
消化器外科・小
児外科

Safety analysis of diferent
regimens of uracil-tegafur
plus leucivorin as adjuvant
chemotherapy for high-risk
stage Ⅱand Ⅲ colon cancer in
a phase Ⅲ trial comparing 6
with 18 months of
treatment:JFMC33-0502 traial

Cancer
Chemotherapy and
Pharmacology
73(6): 1253-
1261, 2014

91 Sumi T.
消化器外科・小
児外科

A case of a gastrointestinal
stromal turmor with skeinoid
fibers of the sigmoid colon

Case Reports
Gastroenterology
8(3): 257-263,
2014

92 Sumi T.
消化器外科・小
児外科

Examination of prognostic
factors in patients undergoing
surgery for colorectual
perforation: a case controlled
study

International
Journal of
Surgery 12(6):
566-571, 2014

93 Iwasa S.
消化器外科・小
児外科

Multicenter Phase ⅡStudy of
FOLFOX6 for Previously
Untreated Unresectable
Metastatic Colorectal Cancer

Integrative
Oncology 3(2):
120-126, 2014

小計10
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94 Kawai T.
消化器外科・小
児外科

Evaluation of gastric canceer
diagnosis using new ultrathin
transnasal endoscopy with
narrow-band
imaging:preliminary study

Journal of
Gastroenterology
Hepatology29
(suppl4): 33-36,
2014

95 Okunuki Y. 眼科
A case of herpes zoster
uveitis with severe hyphema.

BMC Ophthalmol
14: 74, 2014

96 Umazume K. 眼科

Role of retinal pigment
epithelial cell β-catenin
signaling in experimental
proliferative
vitreoretinopathy.

Am J Pathol 184:
1419-28, 2014

97 Okunuki Y. 眼科

Differences in the clinical
features of two types of Vogt-
Koyanagi-Harada disease:
serous retinal detachment and
optic disc swelling.

Jpn J Ophthalmol
59(2):103-8,
2015

98 Goto H. 眼科
Diagnostic criteria for IgG4-
related ophthalmic disease.

Jpn J Ophthalmol
59(1):1-7,  2015

99 Muramatsu D. 眼科

Retrospective study of
threshold time for the
conventional treatment of
branch retinal artery
occlusion.

Clin Ophthalmol
8:1877-81, 2014

100 Kezuka T. 眼科

Distinction between MOG
antibody-positive and AQP4
antibody-positive NMO spectrum
disorders.

Neurology
83(5):475,　2014

101 Agawa T. 眼科

Profile of intraocular immune
mediators in patients with
age-related macular
degeneration and the effect of
intravitreal bevacizumab
injection.

 Retina
34(9):1811-8,
2014

102 Tajima K. 眼科

In vivo challenging of
polymyxins and levofloxacin
eye drop against multidrug-
resistant Pseudomonas
aeruginosa keratitis.

J Infect
Chemother
20(6):343-9 2014

103 Kohno M. 脳神経外科

Prognosis of Tinnitus After
Acoustic Neuroma Surgery -
Surgical Management of
Postoperative Tinnitus

World
Neurosurgery
81(2): 358-367,
2014

104 Kohno M. 脳神経外科

Clinical features of
vestibular schwannomas in
patients who experience
hearing improvement after
surgery

Neurosurg Rev in
press, 2014

105 Tomita T. 脳神経外科

Clinicopathological
significance of expression of
nestin, a neural stem /
projenitor cell markaer, in
human glioma tissue

Brain Tumor
Pathology 31(3):
162-171, 2014

小計12
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106 Umahara T. 脳神経外科

Local extension of HMGB1 in
atherosclerotic lesions of
human main cerebral and
carotid arteries

Histol
Histopathol
29(2): 235-242,
2014

107 Akimoto J. 脳神経外科

A case of radiologically
multicentric but genetically
identical multiple
glioblastomas

Brain Tumor
Pathology 31(2):
113-117, 2014

108 Akimoto J. 脳神経外科

Disseminated cerebellar
hemangioblastoma in two
patients without von Hippel-
Lindau disease

Surg Neurol Int
7(5):145, 2014

109 Takahashi M. 脳神経外科
Primary neurosurgical life
support and neuroepidemiology

J Reg Emerg
Disast Res 13:
223-225, 2014

110 Watanabe D. 脳神経外科

Endovascular treatment of
ruptured intracranial
aneurysms in patients 70 years
of age and older

Surg Neurol Int
5:104, 2014

111 Matsushima K. 脳神経外科

Posterior condylar canals and
posterior condylar emissary
veins-a microsurgical and CT
anatomical study

Neurosurg Rev
37(1): 115-26,
2014

112 Matsushima K. 脳神経外科
Classification of the Superior
Petrosal Veins and Sinus Based
on Drainage Pattern

Neurosurgery 10
Suppl 2: 357-67;
discussion 367,
2014

113 Matsushima K. 脳神経外科
Suprajugular Extension of the
Retrosigmoid Approach:
Microsurgical Anatomy

J Neurosurg
121(2): 397-407,
2014

114 Matsushima K. 脳神経外科 Response
J Neurosurg
121(3): 765,
2014

115 Matsushima K. 脳神経外科
Microsurgical Anatomy of the
Lateral Condylar Vein and its
Clinical Significance

Neurosurgery:
epub before
print, 2014

116 Aoki M. 整形外科

Functional evaluation in
cruciate-retaining-type TKA:
anatomical relationship
between tibialosteotomy level
and PCL attachment

Eur J orthop
Surg Traumatol
24(8):1531-1537,
2014

117 Takahashi Y. 整形外科

Strain-induced microstructural
rearrangement in ultra-high
molecular weight polyethylene
for hip joints: A comparison
between conventional and
vitamin E-infused highly-
crosslinked liners.

J Mech Behav
Biomed Mater
31:31-44, 2014

小計12
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118 Takahashi Y. 整形外科

 Raman spectroscopic study of
remelting and annealing-
induced effects on
microstructure and compressive
deformation behavior of highly
crosslinked UHMWPE for total
hip arthroplasty.

J Biomed Mater
Res B Appl
Biomater 102(8)
: 1762-70, 2014

119 Yamamoto A. 整形外科

(Lumbo-pelvic Sagittal Spinal
Alignment in Secondary Hip
Osteoarthritis (続発性股関節変
形性関節症における腰骨盤矢状脊
椎整合)

日本関節病学会誌
33(2) : 153-159,
2014

120 Asagai Y. 整形外科

Investigation regarding
prevention of insufficiency
fractures in children with
severe cerebral palsy by
Light-Emitting Diode(LED)
irradiation.

Laser Therapy
23.(2) :121-128,
2014

121 Endo K. 整形外科
Characteristics of Sagittal
Spino-Pelvic Alignment in
Japanese Young Adults

Asian Spine J
2014;8(5):599-
604

122 Takahashi Y. 整形外科

Raman spectroscopic study of
remelting and annealing-
induced effects on
microstructure and compressive
deformation behavior of highly
crosslinked UHMWPE for total
hip arthroplasty.

J Biomed Mater
Res B Appl
Biomater
102(8):1762-
1770, 2014

123 Matsumura H. 形成外科

Removal of adhesive wound
dressing and its effects on
the stratum corneum of the
skin: comparison of eight
different adhesive wound
dressings

Int Wound J
11(1): 50-54,
2014

124 Sakamoto N. 形成外科
Syndactyly correction using a
venous flap with the plantar
cutaneous venous arch

nn PlastSurg
72(6): 643-648,
2014

125 Ono S. 形成外科

Increased wound pH as an
indicator of local wound
infection in second degree
burns

Burns E-pub
ahead of print,
2014

126 Ida Y. 形成外科

Measurement of vancomycin
hydrochloride concentration in
the exudate from wounds
receiving negative pressure
wound therapy: a pilot study

Int Wound J Epub
ahead of print,
2014

127 A.Sugamata. 形成外科
Etiology of orbital blowout
frctures

Jounal of Tokyo
Medical
University 72:
19-24, 2014

128 Kato Y. 皮膚科

Combination of HDAC inhibitor
MS-275 and IL-2 increased
anti-tumor effect in a
melanoma model via activated
cytotoxic T cells

J Dermatol Sci
75: 140-147,
2014

小計11
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129
Yamamoto-Tanaka
M.

皮膚科

Keratinocyte-specific
mesotrypsin contributes to
desquamation process via
kallikrein activation and
LEKTI degradation

J Invest
Dermatol 134:
1665-1674, 2014

130
Yamamoto-Tanaka
M.

皮膚科

Mesotrypsin and caspase-14
participate in prosaposin
processing: Potential
relevance to epidermal
permeability barrier formation

J Biol Chem 289:
20026-20038,
2014

131
Yamamoto-Tanaka
M.

皮膚科

Multiple pathways are involved
in DNA degradation during
keratinocyte terminal
differentiation

Cell Death Dis
17: 145, 2014

132 Mizukami J. 皮膚科
ASK1 promotes the contact
hypersensitivity response
through IL-17 production

Sci Rep. 4,
4714, 2014

133 Miyabe C. 皮膚科
Cannabinoid receptor 2 as a
potential therapeutic target
in rheumatoid arthritis

BMC
Musculoskelet
Disord 15： 275,
2014

134 Miyabe C. 皮膚科

Activation of fibroblast-like
synoviocytes derived from
rheumatoid arthritis via
lysophosphatidic acid-
lysophosphatidic acid receptor
1 cascade

Arthritis Res
Ther 16: 461,
2014

135 Abukawa H.
歯科口腔外科・
矯正歯科

Management of comorbid
advanced stage gingival
squamous cell carcinoma and
classical Hodgkin lymphoma by
a combination of surgery and
split ABVD chemotherapy

J Oral
Maxillofac Surg
Med Pathol
2014: available
online 21
April,2014

136 Hamada H.
歯科口腔外科・
矯正歯科

A simple evaluation method for
early detection of
bisphosphonate-related
osteonecrosis of the mandible
using computed tomography.

J
Craniomaxillofac
Surg  42(6):
924-929,2014

137 Kawase-Koga Y.
歯科口腔外科・
矯正歯科

Short lingual osteotomy using
a Piezosurgery® ultrasonic
bone-cutting device during
sagittal split ramus
osteotomy.

J Craniofac Surg
in press:

138 Kawase-Koga　Y.
歯科口腔外科・
矯正歯科

Reconstruction of a complex
midface defect from excision
of a squamous cell carcinoma,
according to regional
aesthetic units.

Oral Surg Oral
Med Oral Pathol
Oral
Radiol117(2):
e97-e101,2014

139 Matsuo A.
歯科口腔外科・
矯正歯科

Characteristics of the early
stages of intravenous
bisphosphonate-related
osteonecrosis of the jaw in
patients with breast cancer.

Acta
Odontologica
Scandinavica,
Early Online: 1–
8,2014 小計11

13/17



　　　　　（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文（別紙1）

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

140 Miyamoto S.
歯科口腔外科・
矯正歯科

A case of oral mucous membrane
pemphigoid with IgG antibodies
to integrin a6b4.

Br J Dermatol
171(6): 1555-
1557,2014

141 Satomi T.
歯科口腔外科・
矯正歯科

Exceptionally large solitary
fibrous tumor arising from the
cheek: an immunohistochemical
and ultrastructural study with
a review of the literature.

Med Mol Morphol
47(2):108-
116,2014

142 Satomi T.
歯科口腔外科・
矯正歯科

Solitary myofibroma of the
mandible: an
immunohistochemical and
ultrastructural study with a
review of the literature

Med Mol Morphol
47(3):176-
183,2014

143 Sasaki T. 産科・婦人科

A retrospective study of
urokinase-type plasminogen
activator receptor (uPAR) as a
prognostic factor in cancer of
the uterine cervix

Int J Clin
Oncol. 19(6):
1059-64, 2014

144 Saito K. 放射線科

Measuring hepatic functional
reserve using low temporal
resolution Gd-EOB-DTPA dynamic
contrast-enhanced MRI: a
preliminary study comparing
galactosyl human serum albumin
scintigraphy with indocyanine
green retention

Eur Radiol
24(1): 112-
119,2014

145 Itonaga T. 放射線科

Rsdiotherapy in patients with
extramammary paget's disease-
our own experience and review
of the literature

Oncol Res Treat
37(1-2): 18-
22,2014

146 Sugimoto K. 放射線科

Kupffer-phase findings of
hepatic hemangiomas in
contrast-enhanced ultrasound
with sonazoid

Ultrasound Med
Biol 40(6):
1089-1095,2014

147 Kajiwara N. 放射線科
High-speed 3-dimensional
imaging in robot-assisted
thoracic surgical procedures

Ann Thorac Surg
97(6): 2182-
2184,2014

148 Takara K. 放射線科

Is diffusion-weighted imaging
a significant indicator of the
development of vascularization
in hypovascular hepatocellular
lesions?

Clin Imaging
38(4): 458-
463,2014

149 Otaka J. 放射線科

Association of renal cyst size
with abdomonal aortic
dilatation in non-aneurysmal
subjects

Clin Cardiol
20(8): 2954-
2977,2014

150 Sugimoto K. 放射線科

Focal nodular hyperplasia-like
lesion of the liver with focal
adenoma features associated
with idiopathic portal
hypertension

Hepatol Res
44(10): E309-
315,2014

小計11
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151 Haradome K. 放射線科

Orbital lymphoproliferative
disorders (OLPDs):value of MR
imaging for diffentiating
orbital lymphoma from benign
OPLDs

Am J Neuroradiol
35(10): 1976-
1982,2014

152 Nagakawa Y. 放射線科

Pancreaticoduodenectomy with
right-oblique posterior
dissection of superior
mesenteric nerve plexus is
logical procedure for
pancreatic cancer with
wxtrapacreatic nerve plexus
invasion

Hepato
Gastroenterol
61(136): 2371-
2376,2014

153 Hagiwara M. 放射線科

High-quality 3-dimensional
image simulation for pulmonary
lobectomy and
segmentectomy:results of
preoperative assessment of
pulmonary vessels and short-
term surgical outcomes in
consecutive patients
nudergoing video-assisted
thoracic surgery

Eur J
Cardiothorac
Surg 46(6):
e120-126,2014

154 Yunaiyama D. 放射線科

Effectiveness of CT assists
for intraarterial
chemotherapy:therapeutic
outcome of chemoradiation for
advanced head and neck cancer
rxtending across the
anatomical midline

Jpn J Radiol
32(12): 708-
715,2014

155 Kitaoka . 放射線科

Important CT findings for
prediction of severe
appendicitis:involvement of
retroperitoneal

World J Emerg
Surg 9(1): 62

156 Suzuki K. 放射線科

Low-dose radioiodine ablation
of rammant thyroid in high-
risk differentiated thyroid
carcinoma

J Tokyo Med Univ
72(2): 141-
147,2014

157 Nogi S. 放射線科

Cryptogenic organizing
pneumonia associated with
radiation:A report of two
cases

Oncol Lett 7(2):
321-324,2014

158 Iwatsuka K. 内視鏡センター

Clinical management of
esophagogastroduodenoscopy by
clinicians under the former
guidelines of the Japan
Gastroenterological Endoscopy
Society for patients taking
anticoagulant and antiplatelet
medications

Gastric Cancer
17(4): 680-685,
2014

159 Hirayama Y. 内視鏡センター
Prevalence of Helicobacter
pylori infection with healthy
subjects in Japan

J Gastroenterol
Hepatol 29(Suppl
4): 16-9,2014 小計9
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160 Kawai T. 内視鏡センター

Changes in the first line
Helicobacter pylori
eradication rates using the
triple therapy-a multicenter
study in the Tokyo
metropolitan area (Tokyo
Helicobacter pylori study
group)

J Gastroenterol
Hepatol 29(Suppl
4): 29-32, 2014

161 Kawai T. 内視鏡センター

Evaluation of gastric cancer
diagnosis using new ultrathin
transnasal endoscopy with
narrow-band imaging:
Preliminary study

J Gastroenterol
Hepatol 29(Suppl
4): 33-36, 2014

162 Ohta S.
救命救急セン
ター

How, when, and where have
rental automated external
defibrillators been used in
Japan?

Journal of
Cardiology
64(2): 117-120,
2014

163 Arai T.
救命救急セン
ター

Prediction of blood culture
results by measuring
procalcitonin levels and other
inflammatory biomarkers

American Journal
of Emergency
Medicine 32(4):
330-333, 2014

164 Hayashi S.
救命救急セン
ター

Saturated salt solution
method: a useful cadaver
embalming for surgical skills
training

Medicine 93(27):
e196, 2014

165 Azuma K.
救命救急セン
ター

A 71-year-old female with
giant goiter associated with
tracheomalacia

Acute Medicine &
Surgery 1(4):
242-244, 2014

166 Kotaro Uchida.
救命救急セン
ター

Hemostasis with emergently
modified application of intra-
aortic balloon occlusion
(IABO) in a patient with
impending cardiac arrest
following blunt proximal thigh
amputation

Acute Medicine &
Surgery 1(2):
69-71,2015

167 Shoichi Ohta
救命救急セン
ター

Evidence-based Effective
Triage Operation During
Disaster: Application of
Human-trajectory Data to
Triage Drill Sessions.

Prehospital and
Disaster
Medicine 30(1):
102-109,2015

168 Taishi Omura
救命救急セン
ター

Anti-NMDAR encephalitis: case
report and diagnostic issues

Acute Medicine &
Surgery 1(2):
56-59,2015

169 Shinozawa Keiko
血液凝固異常症
遺伝子研究寄附
講座

Novel FV mutation (W1920R, FV
Nara) associated with serious
deep vein thrombosis and more
potent APC resistance relative
to FV Leiden

Blood 123(15):
2420-2428, 2014

170 Chikasawa Yushi
血液凝固異常症
遺伝子研究寄附
講座

Factor X M402T:a homozygous
missense mutation identified
as the cause of cross-reacting
material-reduced deficiency

International
Journal of
Hematology
100(4): 345-352,
2014 小計11
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171 Takahashi Y.
骨・関節バイオ
マテリアル研究
寄附講座

Highly cross-linked
polyethylene in total hip and
knee replacement: spatial
distribution of molecular
orientation and shape recovery
behavior.

BioMed Research
International
2014, Article ID
808369, 13, 2014

172 Takahashi Y.
骨・関節バイオ
マテリアル研究
寄附講座

Vitamin-E blended and infused
highly cross-linked
polyethylene for total hip
arthroplasty: A comparison of
three-dimensional crystalline
morphology and strain recovery
behavior.

J Mech Behav
Biomed Mater 36
:59-70, 2014

173 Ohyashiki JH.
先端分子探索寄
附講座

Downregulated microRNA-148b in
circulating PBMCs in chronic
myeloid leukemia patients with
undetectable minimal residual
disease: A possible biomarker
to discontinue imatinib
safely.

Drug Design
Development and
Therapy 8: 1151-
1159, 2014

174 Imanishi S.
先端分子探索寄
附講座

Constitutive activation of the
ATM/BRCA1 pathway prevents DNA
damage-induced apoptosis in 5-
azacytidine-resistant cell
lines.

Biochemical
Pharmacology
89(3): 361-369,
2014

175 Umezu T.
先端分子探索寄
附講座

Exosomal miR-135b shedded from
hypoxic multiple myeloma cells
enhances angiogenesis by
targeting factor inhibiting
HIF-1 (FIH-1).

Blood 124(25):
3748-3757, 2014

176 Hayashi S. 放射線部

Saturated salt solution
method: A useful cadaver
embalming for surgical skills
training

Medicine 93(27)
: e196, 2014

177 Takahashi Y. 整形外科

Mechanisms of plastic
deformation in highly cross-
linked UHMWPE for total hip
components – The molecular
physics viewpoint.

J Mech Behav
Biomed Mater
42:43-53, 2015

178 Takahashi Y. 整形外科

Effects of vitamin-E blending
on plastic deformation
mechanisms of highly cross-
linked ultra-high molecular
weight polyethylene (HXL-
UHMWPE) in total hip
arthroplasty.

Act Biomater
15:227-236, 2015
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

 (1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

申請対象、提出書類、参照すべき指針、申請から研究実施までの流れ 等 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

目的、基本方針、対象者、対象事例 等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年1回 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年2回 

 ・研修の主な内容 

   研究倫理の歴史、研究倫理の基本的な考え方、倫理指針等の近年の動向 等  

 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

別添2参照（後期臨床研修プログラム） 

 

 

 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数          112.3人 
（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診療科 役職等 臨床経験年数 特記事項 

平山 陽示 総合診療科 臨床教授 31   

大屋敷 一馬 血液内科 主任教授 37   

瀬戸口 靖弘 呼吸器内科 教授 30   

山科 章 循環器内科 主任教授 39   

小田原 雅人 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授 35   

沢田 哲治 リウマチ・膠原病内科 准教授 28   

森安 史典 消化器内科 主任教授 40   

菅野 義彦 腎臓内科 主任教授 24   

相澤 仁志 神経内科 主任教授 33   

羽生 春夫 高齢診療科 主任教授 34   

井上 猛 メンタルヘルス科 主任教授 31   

池田 德彦 呼吸器外科・甲状腺外科 主任教授 29   

荻野 均 心臓血管外科 主任教授 33   

土田 明彦 消化器外科・小児外科 主任教授 33   

石川 孝 乳腺科 主任教授 28   

河野 道宏 脳神経外科 主任教授 28   



山本 謙吾 整形外科 主任教授 32   

松村 一 形成外科 主任教授 28   

井坂 恵一 産科・婦人科 主任教授 38   

河島 尚志 小児科 主任教授 34   

後藤 浩 眼科 主任教授 31   

塚原 清彰 耳鼻咽喉科 主任教授 17   

橘 政昭 泌尿器科 主任教授 39   

内野 博之 麻酔科 主任教授 28   

德植 公一 放射線科 主任教授 33   

福武 勝幸 臨床検査医学科 主任教授 36   

行岡 哲男 救命救急センター 主任教授 39   

上野 竜一 リハビリテーションセンター 臨床講師 25   

坪井 良治 皮膚科 主任教授 35   

水野 泰孝 感染制御部 准教授 21   

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 































































































































































































































































 
(様式第4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 
 
4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 
① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 
【看護師】 
①研修の主な内容： 
「エンド・オブ・ライフ・ケア」＜看護実践能力＞ 
 ・全 10 モジュール  
  1.エンド・オブ・ライフ・ケアにおける看護、 2.痛みのマネジメント、 
  3.症状マネジメント、 4.エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理的問題、 
  5.エンド・オブ・ライフ・ケアにおける文化への配慮、 6.コミュニケーション、 
  7.喪失・悲嘆・死別 8.臨死期のケア、 9.高年者のエンド・オブ・ライフ・ケア、 
  10.質.の高いエンド・オブ・ライフ・ケアの達成 
 研修の期間・実施回数：平成 26 年 9 月 29 日(月)、10 月 27 日（月）、11 月 18 日（月）・計 3 回 
 研修の参加人数：18 名 
②研修の主な内容： 
「シミュレーション教育とその指導法を体験してみよう」 

・医療におけるシミュレーション教育とは、臨床への活用（講義） 
 ・シミュレーション体験を通して、教材としてのシナリオを用いた学習支援法を学ぶ（演習） 
 ・シナリオの作成の方法(講義) 
 ・シミュレーションの教育プログラムのシナリオ（指導案）作成体験、指導方法の共有 

研修の期間・実施回数：平成 26 年 10 月 17 日（金）・1 回 
研修の参加人数：22 名 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 
【看護師】 
①研修の主な内容： 
「安全」＜マネジメント能力Ⅰ＞ 
 ・「医療事故につながる環境」、「KYT の方法と実際」 
 研修の期間・実施回数：平成 26 年 6 月 17 日（火）・1 回 
 研修の参加人数：69 名 
 
②研修の主な内容： 
「看護管理」＜マネジメント能力Ⅱ＞ 
 ・「ヒューマンエラーと不安全行動」、「チーム医療とコミュニケーション」、 
  「SBAR」、「インシデントレポートの意義と活用」 
 研修の期間・実施回数：平成 26 年 9 月 5 日（金）・1 回 
 研修の参加人数：34 名 
 
③研修の主な内容： 
「看護管理」＜マネジメント能力Ⅲ＞ 
 ・「ヒューマンエラー」、「SHELL モデルによる分析」、「医療事故事例の分析と分析結果の活かし 

  方」、「インシデントレポート報告時のポイント」 



 研修の期間・実施回数：平成 26 年 12 月 12 日（金）平成 26 年 12 月 25 日（木）・計 2 回 
 研修の参加人数：19 名 
 
④研修の主な内容： 
「看護管理」＜マネジメント能力Ⅳ＞ 
 ・「東京医科大学病院の医療安全管理体制について」、「自部署のリスクマネジメント」、 

「事故分析と安全対策の立案」 
 研修の期間・実施回数：平成 27 年 1 月 16 日（金）・1 回 
 研修の参加人数：8 名 
 
⑤研修の主な内容： 
「看護管理」＜マネジメント能力Ⅳ＞ 
 ・「医療政策の動向」、「大学病院における看護師の役割」、「他職種協働とコミュニケーション」 
 研修の期間・実施回数：平成 26 年 11 月 28 日（金）平成 27 年 3 月 5 日（金）・計 2 回 
 研修の参加人数：10 名 
 
⑥研修の主な内容： 
「医療連携倒退院調整」＜マネジメント能力＞ 
 ・「社会情勢と医療を取り巻く環境変化」、「地域包括支援センターの役割と社会資源」、 
  「地域における在宅医療環境と患者の実際」、「よりよい退院支援のための調整」 
 研修の期間・実施回数：平成 26 年 10 月 30 日（木）・1 回 
 研修の参加人数：42 名 
 
 
【看護師・コメディカル・事務】 
⑦研修の主な内容： 
看護師・コメディカル・事務の中堅職員から選抜された多職種にわたる研修会。(医師も含む) 
医療安全・個人情報・病院経営などを題材とする。 
 研修の期間・実施回数：1 泊 2 日の研修・年 2 回 

（1）平成 26 年 6 月 20～21 日 
（2）平成 27 年 2 月 20～21 日 

 研修の参加人数：（1）53 名、（2）54 名 
 
 
③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 
 
 
 
 
 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 
(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医

療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ

専門的な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関

に勤務する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長（土田明彦） 

  管理担当者氏名 事務部長（青木隆）、薬剤部長（明石貴雄）、総務課長（山岸和義）、 
事務部次長/医事課長（宮野春樹）、人事課長（中野隆介）、 
中央病歴室長（菅野義彦）、安全管理室長（三木保）、 
感染制御部長（水野泰孝）、臨床工学部長（内野博之）、各診療科長、 
総合相談・支援センター長（羽生春夫）、生涯教育センター長（平山陽示） 
研究支援課長（大須賀浩） 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録 
   病院日誌、各科診療日誌、処方せん、 
   手術記録、看護記録、検査所見記録、 
   エックス線写真、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

総務課 
薬剤部 
中央病歴室 
 
 
 

日誌等はファイルにより保管。 
 診療に関する諸記録は電子カル
テにて保管管理しており、時系列的
な情報の一元化で他科・他職種の診
療情報の共有化を図り、紙に記載し
た診療記録はスキャン取り込みし、
タイムスタンプ・電子認証を行い保
管管理している。 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳
簿 

人事課 
 

担当する各部門において、コンピ
ューター又はファイル等により保
管管理している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 各診療科 
医事課 

 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

各診療科 
研究支援課 

 高度の医療の研修の実績 各診療科 
 閲覧実績 総務課 
 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

医事課 
 

 入院患者数、外来患者及び 
 調剤の数を明らかにする帳
簿 

薬剤部 
医事課 
 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 
状及 
況び 
 第 
 九 
 条 
 の 

 医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況 

安全管理室 
 
 

担当する各部門において、コンピ
ューター又はファイル等により保
管管理している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況  

安全管理室 
 
 

 医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況 

安全管理室 
生涯教育セン
ター 
 

 医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況 

安全管理室 
 
 
 
 

 専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況 

安全管理室 
 
 

 専任の院内感染対策 感染制御部 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

  二 
  十 
  第 
  一 
  項 
 

を行う者の配置状況    
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

安全管理室 
 

 当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況 

総合相談・支援
センター 
 
 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

感染制御部 
 

担当する各部門において、コンピ
ューター又はファイル等により保
管管理している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

感染制御部 
総務課 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

感染制御部 
生涯教育セン
ター 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

感染制御部 
 
 
 
 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部 
 
 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

薬剤部 
 
 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

薬剤部 
 
 
 
 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

薬剤部 
 
 
 
 
 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

薬剤部 
 
 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

臨床工学部 
放射線部 
 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

臨床工学部 
放射線部 
 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

臨床工学部 
放射線部 
 
 
 
 



 
 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長（土田明彦） 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              事務部長（青木隆）、薬剤部長（明石貴雄）、 
総務課長（山岸和義）、事務部次長/医事課長（宮野春樹）、 
人事課長（中野隆介）、中央病歴室長（菅野義彦）、 
安全管理室長（三木保）、感染制御部長（水野泰孝）、 
臨床工学部長（内野博之）、各診療科長、 
総合相談・支援センター長（羽生春夫）、 
生涯教育センター長（平山陽示）、研究支援課長（大須賀浩） 

 閲覧の求めに応じる場所              本館6階 会議室 

 閲覧の手続の概要 

 

医療法の定めに基づき、当院に患者を紹介しようとする医師からの文書又は厚生労働大臣及び

都道府県知事などが必要と認めた検査実施の公文書をもって通知を受けたときに閲覧に供する。 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        2件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0件 

  歯  科  医  師    延        0件 
      国    延        1件 
  地 方 公 共 団 体    延        1件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 

 

（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

１．目的 

この指針は、学校法人東京医科大学における医療安全に関する基本指針の趣旨に基づき、東京
医科大学病院（以下「病院」という。）における医療の安全を確保するために必要な体制及び医
療事故発生時の対応方法を示し、もって良質で安全な医療提供に寄与することを目的とする。 

２基本的な考え方 

１）質の高い医療を持続して提供するためには、安全管理体制のより一層の充実を目指す姿勢が重
要である。この姿勢の確保は、全ての医療従事者の責務であり、全職員が医療の質の向上と安
全の推進に取り組まなければならない。 

２）病院長は個人の努力に依拠する安全管理には限界がある事を認識し、組織を挙げた安全管理の
構築に努める必要がある。 

３．組織及び体制 

１）病院長は「学校法人東京医科大学における医療安全に関する基本指針」第２条第２項各号に従
い、次に掲げる者を任命し、又は部門を設置する。 

（１）医療安全管理委員会 

  （２）安全管理室 

  （３）統括安全管理者 

  （４）感染制御部 

  （５）医薬品安全管理者 

  （６）医療機器安全管理者 

  （７）総合相談・支援センター 

２）病院長は、前項各号に掲げる者または部門の運営に係る事項を定める。 

３）病院長は、第１項第３号に定める者に係る事項を定めるにあたっては、以下に掲げる業務を含
むように努めなければならない。 

（１）安全体制の構築 

 （２）医療安全に関する職員への教育・研修の実施 

 （３）医療事故を防止するための情報収集、分析、対策立案、フィードバック、評価 

 （４）医療事故への対応 

 （５）安全文化の醸成 

 

 



 
 

４．職員研修 

病院長は、医療に係る安全管理のための全職員に対する研修を実施する。 

５．報告に基づく安全管理体制 

全職員は、患者に望ましくない事象が発生した場合、またはその可能性を発見した場合には、
別に定める規定に基づく報告をしなければならない。 

６．医療事故発生時の対応 

１）全職員は、患者に有害事象が発生した場合、患者の回復並びに患者及び家族等に対する情報提
供に努める。 

２）病院長は、患者に有害事象が発生した場合の対応に係る事項を定める。 

７．医療従事者と患者の情報共有等 

１）全職員は、患者等の個人情報を保護する義務を有する。 

 ２）病院長は、個人情報保護に係る事項を定める。 

 ３）全職員は、患者が疾病や診療内容等を十分理解し医療上の意思決定が出来るように、情報共有
と説明を行う。 

 ４）全職員は、患者との情報共有に努める。 

 ５）病院長は、患者その他の病院利用者及び全職員が本指針を閲覧可能とすること。 

８．患者からの相談への対応 

   病院長は、患者からの相談に対応する部門を設置し及び相談に関する手続きを定める。 
 
 
 
 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 

 
     年12回 

 
 ・ 活動の主な内容： 

（１）医療事故発生防止のための総合的な対策と施設及び設備の改善計画の立案 

（２）医療事故等発生状況の把握及び調査検討・病院報告制度の整備 

（３）発生した重大な医療事故への対応と、改善策の職員への周知徹底 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年３回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

１）医療法に定められた従業員必須研修の実施安全に係わる研修は6月と11月に開催している。 

全職員を収容する設備がないが、直接講演を聞くことが最良と考え５日間にわたり（月～金曜日）

連日同じ内容で研修を行っている。 

それでも参加ができなかった者に対し、ＤＶＤ上映を開催しフォローしている。 

参加状況に関して、研修参加時に職員ネームカードをカードリーダに通しデータの管理を行い、



 
 

個人別、所属別の参加・不参加の把握をしている。不参加者には医療安全管理者（正・副）に不

参加者リストを配信し、DVD 上映会に参加を促すなどの対策を講じている。 

＊5 日間の同内容での研修、ＤＶＤ上映会を合わせると年 52 回開催された 

２）メモリアルデー（医療安全を誓う日）の開催 

  当院独自の職員聴講義務研修会である。 

当院の重大医療事故発生を契機に、平成 17 年より「医療安全を誓う日」として、毎年 8 月第１

土曜日に実施している。講演は一般市民、患者へも公開としている。 

平成 27 年より学校法人東京医科大学がメインとなり大学病院で開催している。大学病院は共催

になっている。 

３）中心静脈（ＣＶ）ライン挿入に関する研修（平成 26 年度：座学・実技研修を合わせ 22 回） 

当院でＣＶラインを挿入するためには、院内規定に沿った審査を受け認定される必要がある。5

年目以上の医師は条件を満たすと「認定医」となり、研修医は「施行医」として認定される。CV

ラインを安全に挿入するための教育は CV ライン管理部会が担っており、知識、技術の研修を定

期的に行っている。手技の習得は、卒後臨床研修センターと協力して実施している。 

 

４）中途採用・帰任者必須研修の実施 

安全・感染・個人情報など、安全に関する共有と周知の目的で中途採用・帰任者に対し研修を行

っている。研修はＥ―ラーニングで行われ、受講状況・理解度に関して卒後臨床研修センターと

情報を共有し管理を行っている。 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

（１）インシデント・アクシデントレポート報告の変更 → イントラネットでの報告内容を検討し変更

を行った 

（２）日本医療機能評価機構への報告 

（３）医療事故防止および医療の質確保に関する活動 

・全死亡例患者の報告制度の設置 

（４）医療安全推進委員会（多職種混成チーム）による定期的院内巡視と評価 

   安全管理室の定期的な院内巡視 

（５）情報の一元化（職員が知っておくべき共有ファイルの指定と管理） 



 
 

（６）多職種による合同カンファレンスの推進（職場安全会議） 

（７）インフォームド・コンセント時の複数立ち会いの推奨（看護師の立ち会いの推奨） 

（８）医療安全情報の配信（医療安全情報等） 

（９）「安全管理ポケットマニュアル」の改定作業 

（10）抗がん剤、高カロリー輸液などの中央調剤システムの構築 

（11）院内「内部通報制度」の構築等 

（12）病院倫理委員会の設置によるコンプライアンス（法令遵守）に関わる活動 

   １）学校法人設置のコンプライアンス推進委員会へ出席し情報を共有 

２）病院倫理委員会へ出席し情報を共有 

３）終末期医療のあり方に関するガイドライン作成 

   ４）非輸血患者の対応に関するガイドライン作成 

   ５）包括同意に関する文書作成 

（13）三施設間安全相互ラウンドの実施 

   東京医科大学には三施設の病院がある。同系列病院として安全管理の質向上と相互理解、情報 

共有などを図る目的で、三病院医療安全相互ラウンドを実施。 

 
 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 

 
 有（４名）・無 

 
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（６名）・無 

 
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 

 
     有・無 

 
  ・ 所属職員： 専任（４）名 兼任（４）名 
 ・ 活動の主な内容： 

１）医療安全管理委員会開催のための資料準備および議事録作成と管理 

（２）医療安全推進に関わる各委員会の開催と資料作成、議事録などの管理 

   １）院内病因死因検討会（M&M 検討会）の開催 

   ２）医療安全推進委員会の開催 

   ３）CV ライン管理部会の開催 

   ４）RRS 部会開催 他 

（３）医療安全管理者会議の開催 

各部門の医療安全管理者（リスクマネジャ）の研修に関する運営と評価 



 
 

（４）各部門における医療安全推進の状況把握と評価 

（５）安全に関する他委員会との連携強化 

   １）感染症対策委員会との連携と情報共有 

   ２）医薬品安全管理責任者との連携と情報共有 

   ３）医療機器安全管理責任者との連携と情報共有 

   ４）個人情報保護委員会との連携と情報共有 

      ５）総合相談・支援センターとの連携と情報共有 

   ６）がん化学療法レジメン審査委員会との連携と情報共有 

   ７）中央手術部運営委員会との連携と情報共有 

（６）医療事故など発生時の対応と指導、職員への周知 

   １）医療事故発生時の原因究明に関する調査および対策に関する活動 

   ２）臨時院内病因死因検討会（M&M 検討会）および医療事故調査委員会開催に関する 

資料準備、議事録作成と管理等 

   ３）管轄官庁届出に関する作業および記録類の管理 

   ４）職員への指導および援助、再発防止に関する対策構築 

   ５）患者、家族への対応 

（７）医療安全に係る取り組みの評価を行うためのカンファレンスの実施 

   安全管理室ミーティング内で検討している 

（８）医療安全に係る職員への教育研修会の企画と運営と評価 

（９）その他医療安全対策の推進に関すること 
 
 
 
 
⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状
 況 
 

 
      有・無 
 
 

 



（様式第 6） 
 

院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

1.院内感染対策の基本的な考え方を示して、感染症発生防止に留意し、発生時には速やかな制圧を 

全職員で図る。 

2.病院長直属の中心的な組織、感染制御部を設ける。 

3.対策の病院全体への周知・実施を行っていくため、感染症対策委員会と感染対策小委員会の設置、 

感染リンクドクター・リンクナースを配備する。 

4.病院職員に対しては基本的な考え方や具体的な方策に関する研修会を開催する。 

5.感染症に関する注意情報を随時発するとともに、院内における耐性菌の検出状況を感染症対策委員

会・診療合同会議等にて報告する。 

6.感染症発生時には、職員はすみやかに感染制御部へ報告し、感染制御部は原因究明・改善策を検討

する。検討した内容は感染症対策委員会で協議の上、各種会議等を通じ全職員に周知徹底する。 

7.指針は患者その家族が閲覧できる．患者・家族にも感染防止の意義や手技を説明し、協力を 

求める。 

8.職員はマニュアルを遵守するとともに、自らの健康管理に留意する。 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 16回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

1.微生物検査室からの耐性菌分離レポートの集計結果による発生動向の把握と分析 

2.感染制御部病棟ラウンド状況の報告（対象：広域抗菌薬長期間投与例、耐性菌分離例、アウト

ブレイク事例等） 

3.感染制御部立案の具体的対策案について、各種職種代表者による審議 

4.対策案・注意喚起情報の職員への周知（診療合同会議・科長会議・師長会議・総医局会・ 

中央診療部門の各部署での会議や院長通達、サイボウズや書面等による委員会からの情報発信

など 

5.マニュアル・ガイドラインなど院内全般に渡る規約の最終決議 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 43回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

（１）新採用者オリエンテーション：院内感染対策組織・マニュアル、標準予防策、感染経路別予防



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 

 
  有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 3 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

（１）新規採用者研修（麻薬の管理、劇・毒薬の管理、向精神薬の管理、覚せい剤原料の管理、 
血漿分画製剤の管理） 
 

（２）医薬品に関する研修（全職員対象：医薬品副作用報告制度について） 
 
（３）医薬品に関する研修（全職員対象：コミュニケーションエラーから発生する2つの薬の話（併

用禁忌処方と重複処方）） 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 
 ・ 業務の主な内容： 

手順書及びチェックシートを作成した。チェックシートによる業務の確認は病院全体及び 

薬剤部については年２回、病棟については月１回行い、期限切迫医薬品の回収も併せて  

行っている。採用医薬品については医療安全の観点からも検討している。  
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

（１）医薬情報室には専任薬剤師を 3名配置している。 

（２）医薬品の安全使用に関する情報は厚生労働省ホームページ、インターネット、新聞、雑誌、 

製薬企業等から入手し必要に応じて加工し、イントラネット（薬剤部ニュース）、薬事 

ニュース、各種会議で解説・周知している。 

（３）外観変更医薬品の画像を薬事ニュースに掲載、また、院内で発生した医薬品副作用報告を 

薬事ニュースに掲載している。 

（４）院内電子カルテシステムに医薬品副作用報告入力システムを導入した。 

（５）院内全ての病棟に加えて手術室、ICU･CCU にも薬剤師を配置し医薬品の適正な使用、在庫管

理をしている。 

（６）インシデントレポート等を分析して、診療科、各部署に必要な情報を提供している。  
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 91 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

人工呼吸器をはじめ特定管理医療機器の 7 機種(粒子線照射装置は保有しない)等及び新規導入時の

機器に対しての説明会や研修会を、関係する医療従事者に対して、有効性・安全性・使用方法・保守

点検に関する事項、その他不具合が発生した場合の対応、使用に際し法令上、遵守すべき事項などに

ついて実施している。(人工呼吸器、人工心肺と補助循環、除細動器、血液浄化装置、閉鎖式保育器、

高エネルギー放射線装置、放射線照射装置、輸液ポンプ、シリンジポンプなど) 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 

人工呼吸器、人工心肺と補助循環、除細動器、血液浄化装置、閉鎖式保育器、高エネルギー放射線

装置、放射線照射装置、輸液ポンプ、シリンジポンプなどに対して、年度計画にもとづきメーカによ

る年 1～2 回の定期保守点検のほか、使用前･使用中･使用後点検等を、臨床工学部内及び現場の医師

・看護師・技士(師)により実施している。また、臨床工学部では中央管理業務の業務委託を導入し、

医療機器管理の質の向上を図っている。 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした
  改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

メーカや日本医療機能評価機構、ＰＭＤＡ等から出される情報の収集は、関連部署はもとより安全

管理室・臨床工学部・事務部資材課(SPD 含む)にて行われており、部門対象の機器については、当該

部署の関係者へメーカ等より報告、加えて医療安全管理者会議に於いても、医療機器安全管理責任者

(実務者)より回収情報や安全情報、注意喚起などを行っている。また重要度に応じて、安全管理室よ

り緊急情報として院内全体に発信される。ＰＭＤＡからの医薬品医療機器等安全性情報は医薬品安全

管理責任者が収集するが、医療機器についての情報が含まれることがあるため、発信者として薬剤部

医薬情報室と医療機器安全管理責任者の連名とし、診療合同会議および院内 LAN での一斉周知がさ

れている。機器の安全使用を目的とした改善の実施については、院内配置の麻酔器について機種統一



 
 
 

 

を図る計画を推進継続中。また、長年院内で使用経験のある低圧持続吸引器の取り扱い上のインシデ

ントが連続して発生したことから、安全管理室、臨床工学部、メーカと連携し簡易マニュアルを作成、

機器本体にぶら下げることとした。平成 26 年 10 月から医療機器安全管理委員会を発足させ定期的に

開催、医療機器に関する諸事項について検討している。 
 

 



策、針刺し・血液曝露、手指衛生・個人防護具着脱演習 

（２）医療安全研修会：「各病棟における手指衛生目標回数とアウトブレイク値の設定について」・「

海外から持ち込まれる病原体への感染対策」 

（３）定例研修会：「手指衛生による手荒れの現状と対策」・「手術部位感染症対策」       

（４）感染リンクナース研修：標準予防策、感染経路別予防策、手指消毒、PPE着脱、耐性菌検出時の

   感染拡大防止対策、季節性流行疾患の予防と対策、感染リンクナースの役割、年間目標・活動計

   画、速乾性擦式アルコール製剤使用量報告、環境ラウンド、グループディスカッション 

（５）臨床研修医のためのレクチャー：感染症診療のフレームワーク、血液培養、微生物・抗菌薬 

培養検査とその解釈、感染症治療の評価  

（６）委託業者への勉強会：病院清掃における感染対策 

（７）中途採用・帰任者医療安全研修会：医療安全、感染対策、個人情報 

（８）その他：感染対策シミュレーション研修、SSI予防のための抗菌薬投与、PPE選択・着脱トレーニ
ング、看護助手研修 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
  
 
 ・病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ）感染症リストによる電話・報告書提出 

 ・その他の改善のための方策の主な内容： 

（１）耐性菌発生を減らすための広域抗菌薬一定期間使用者リストアップ・血液培養陽性者/耐性菌 

検出者リストアップに対する現場のラウンドによる指導 

（２）院内感染対策ラウンドによる基本手技、医療行為、病院環境のチェックと指導  

（３）マニュアルの見直し・検討・改訂 

（４）感染リンクナースの年間活動計画に基づくグループ活動の実施  

（５）感染リンクナースによる自己チェック表を用いた自己評価と改善活動報告  

（６）各部署における耐性菌アウトブレイク値の設定に基づく早期介入 

（７）人事課との協同によるワクチン接種プログラムの計画立案・実施・評価     

（８）サイトビジットを含む感染防止対策地域連携加算に関する連携医療機関とのカンファレンス 

（実施回数：4回） 

 
 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

①ホームページ 

【患者向け】 

 ・先進医療一覧の掲載 

 ・がん診療拠点病院に関する当院の役割、院内登録データ、がん相談窓口の掲載 

 ・手術支援ロボット「ダヴィンチ」手術の説明と対象疾患の掲載 

【医療機関向け】 

 ・研究会・セミナーの案内 

 

②市民公開講座 

 ・毎月（1月・8月を除く）、病院の医師が講師となる市民公開講座で、最先端の医療情報から

生活に即した実用的な医学情報までを講演。 

 

 



 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

①脳卒中センター 

  脳卒中に関連する診療科（救命救急センター・脳神経外科・神経内科・高齢診療科）が連 

携し、あらゆるタイプの脳血管障害に迅速に対応する体制を整えている。ひとつのチームとし

て定期的に合同会議を行い、脳卒中患者の情報を共有して総合的に治療にあたります。 

 

②口唇口蓋裂センター 

  口唇口蓋裂に関連する診療科（産科・小児科・耳鼻咽喉科・形成外科・歯科口腔外科・矯正

歯科）が連携して対応している。ひとつのチームとして定期的にカンファレンスを行い、患者

さんの情報を共有しながら治療にあたります。 

 

③認知症疾患医療センター 

  認知症疾患に関連する診療科（高齢診療科、神経内科、メンタルヘルス）の認知症専門医が

問診、神経心理検査、血液検査、画像診断、時に脳脊髄液検査などを施行し、認知症の早期診

断と鑑別を行います。 

 

 

 

 


